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はじめに 

 本論においてキャンパスマスタープランのことを『CMP』と表記する。 

 大学のマスタープランは施設整備にあたってキャンパスの全体的発展を可能ならしめる

ため大学の学部構成、規模、敷地条件などに応じて個別に作られている。現在、日本には国

立大学が 86 校あるが、各 CMP には共通の技法がみられる。これらはキャンパス全体につ

いて何らかの設定を行い、その設定にもとづいて個々の建物の設計に条件をあたえ、統一的

にコントロールするためのもので、これを本論では『設計統御技法』と呼ぶ。 

 本論において、人間生活の環境範囲の空間の組み立てのことを『空間構成』、キャンパス

全体の空間の骨格図式のことを『空間図式』として、区別して記述する。 
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1.1 研究の目的 

本研究の目的は下記のとおりである。 

・各国立大学の CMP に用いられるキャンパスの空間構成に関する設計統御技法を収集・

整理し特徴を明らかにすることで大学の CMP 作成にあたって各種技法が論理的かつ、十分

効果的に活用できる基盤を作り上げること。 

・現在、固定化されている国立大学の空間図式を、社会的要求に対して適合させるための

キャンパスの図式更新のための設計統御技法を収集・整理し、今後の CMP 作成にあたり各

種技法の論理的かつ、効果的な活用の基盤を作り上げること。 
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1.2 研究の背景 

CMP はキャンパスの個々の建物の設計に先立って制定された、かなり長期間にわたるキ

ャンパス形成の計画である。その中にある設計統御技法は、建築法規に類似する規制の面の

条項を含むことはもちろんだが、その逆の誘導の面の条項を持つことに注意すべきである。

CMPの規制の面に関して補足すれば、CMPはあるキャンパス内について制定されるので、

国内すべての建物に適用される法規上の規制は一般に明示的に規定されない。CMP の誘導

の面に関して補足すれば、そのキャンパスの物理的特徴（敷地面積、高低差）やそもそもそ

の大学の機関特性（付属施設、人口）に応じて誘導の方法は相互に異なってくることは当然

である。CMP は長期間にわたる計画であるので時代の流れ、技術の進歩に合わせて変化で

きるように、規制・誘導の両方の条項に関して一定の自由度を残したものである必要があり、

個々の大学の考え方、方針によって自由度が異なることは当然である。 

以上のことから CMP に含まれる設計統御技法を整理・総覧し、体系的基盤として整理す

るには十分な考案が必要であることは明らかである。 
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1.3 CMP 策定の意義 

CMP 策定の効果について、文部科学省（2013）1によると下記の 5 点があげられている。 

 既存施設の適切な現状把握を踏まえ、既存施設の高度化・多様化や屋外環境の整備充実

等の方向性を学内で合意形成を行い、計画的な整備を行うこと 

 建物の壁面線やデザイン等の基本的な考え方を定めておくことで調和のとれたキャン

パス景観を形成できること 

 学生の視点を盛り込むなど、既存キャンパスの整備・活用の方向性を明確にし、魅力あ

るキャンパス形成に資すること 

 大学の戦略に応じて、キャンパスの土地利用を見直し、新たな教育研究拠点を形成する

ための用地を再設定すること 

 CMP策定過程において、解決すべき課題が浮き彫りになり、キャンパス整備について、

学内の協力体制の構築、円滑な合意形成に寄与すること 

 

このように CMP 策定により、キャンパス整備の計画性、キャンパスの魅力創出、課題の

明確化などに効果があり、長期的な視点でのキャンパス計画において CMP は重要な役割を

担っている。 

また、国立大学に要求される社会的役割は年々変化しており、地域創生や生涯学習の拠点、

地域におけるゆとりの空間、防災の拠点等多様な面での役割が期待されている。それらの要

求に対応するためには大学の目指す将来像を明確にとらえ、長期的視点を持ち、柔軟で持続

可能な施設整備を行うことが重要となる。 

これらの点から、CMP の策定は大学が効果的に発展するために大きな意義を持つといえ

る。 

 

  

 

1 文部科学省大臣官房文教施設企画部計画課整備計画室：戦略的マスタープラン作成の手引きー個性と魅力あふれるキ

ャンパス形成をめざしてー,pp.8,2013.3 
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1.4 既往研究 

 CMP及び大学のキャンパスの空間構成に関する研究は現在までに多くの数行われている。

既往研究として、以下のようなものがみられた。 

 

・第一に、大学キャンパスと周辺市街地を一体的な空間としてとらえ、その連携や協働の方

法を分析するもの 

・第二に、大学キャンパス内の空間構成・計画に関して分析を行い、大学キャンパスの空間

的特徴とその傾向を明らかにするもの 

・第三に、CMP の記述構成や記述内容に着目し、今後の CMP 策定の一助としているもの 

 第四に、CMP の策定プロセスに着目し、その方法や計画の傾向を明らかにするもの 

 

この中には文部科学省発行の「戦略的なキャンパスマスタープランづくりの手引きー個性と魅力あ

ふれるキャンパスの形成を目指してー」の作成に携わる、上野,小篠,小林,小松,鶴崎らの論文も多

く見受けられる。 

このように、大学キャンパス、CMP に関して多くの既往研究があるが、CMP の設計統

御技法に着目し、大学キャンパスの発展可能性を解明しようという研究は多く見られない。

本研究に近いものとして、斉藤、土田2（2018）によるキャンパスの土地利用に着目したも

のや斉藤、土田3（2019）によるキャンパスの交通動線に着目したものがあるが、キャンパ

ス空間を構成する要素の一部を取り扱ったものであるという点で相違がある。 

 

本研究では CMP に掲載されている設計統御技法を網羅的に扱い、整理・分析によって、

設計統御技法の活用基盤を作成することに意義があり、上記の研究に関連して重要な課題

だと考える。 

  

 
2 斉藤裕紀,土田寛： 大学キャンパスの社会的融和に向けた基礎的研究 キャンパスマスタープラン分析

による土地利用計画の考察,日本建築学会学術講演梗概集,pp.673-676,2018.7 
3 斉藤裕紀,土田寛：キャンパス交通動線に関する基礎的研究 キャンパスマスタープランから見る交通動

線計画の考察,日本建築学会学術講演梗概集,pp.103-104,2019.7 
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２章 研究方法 
 

 

⚫ 2.1 研究対象 

 

⚫ 2.2 研究の方法 
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2.1 研究対象 

2022 年 2 月現在、日本の国立大学は 86 大学存在する。各大学のホームページを調査（調

査日：2021.7/22-7/24）したところ、65 大学が CMP を公表していた。これらを収集しそ

れらのメインキャンパスを研究対象とした。その書誌データを表 2.1 に示す。表 2.1 には書

誌名の右側に本部を有するキャンパスを記入している。改訂版が存在する場合は括弧内に

初版の策定年、括弧外に最新版の策定年を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



9 

 

     表 2.1 収集した CMP の書誌データと主となるキャンパス 

 

No. 大学名
（CMP初版発行

年）CMP発行年
書誌名 主となるキャンパス名

1 北海道大学 2018 北海道大学キャンパスマスタープラン2018 札幌キャンパス

2 北海道教育大学 (2016)2019
北海道教育大学キャンパスマスタープラン2016「人間と地域の成長・発展を促す大学」を目指して

(2019修正版)
札幌キャンパス

3 小樽商科大学 (2017)2019 キャンパスマスタープラン2017(補強版2019改訂版) 緑１団地

4 帯広畜産大学 2017 帯広畜産大学キャンパスマスタープラン2017 稲田団地

5 旭川医科大学 2016 旭川医科大学キャンパスマスタープラン2016 旭川キャンパス

6 北見工業大学 2012 北見工業大学キャンパスマスタープラン 公園町キャンパス

7 弘前大学 2006 弘前大学文京町キャンパスマスタープラン 文京町キャンパス

8 岩手大学 2020 岩手大学施設整備基本計画（キャンパスマスタープラン（CMP）） 上田団地

9 東北大学 2006 東北大学青葉山新キャンパスマスタープラン2006 青葉山キャンパス

10 秋田大学 2016 秋田大学キャンパスマスタープラン2016 手形キャンパス

11 福島大学 2016 福島大学キャンパスマスタープラン 金谷川キャンパス

12 東京大学 2010 本郷地区キャンパス計画要綱 本郷キャンパス

13 東京医科歯科大学 2016 東京医科歯科大学　知と癒しの匠を想像し、人々の幸福に貢献するキャンパスマスタープラン2016 湯島キャンパス

14 東京学芸大学 2017 東京学芸大学キャンパスマスタープラン2017 小金井キャンパス

15 東京農工大学 2020 キャンパスマスタープラン2020 府中キャンパス

16 東京藝術大学 2016 東京藝術大学上野キャンパスマスタープラン［アップデート2016概要版］ 上野キャンパス

17 東京工業大学 2016 東京工業大学キャンパス・マスタープラン2016 大岡山キャンパス

18 東京海洋大学 2015
国立大学法人東京海洋大学の教育研究環境の計画的整備に関する基本的考え方ー世界最高水準の卓越し

た大学を目指してー
品川キャンパス

19 お茶の水女子大学 2016 お茶の水女子大学キャンパスマスタープラン2016 大塚団地

20 筑波大学 2011 キャンパスマスタープラン2011 筑波キャンパス

21 筑波技術大学 (2015)2016 みんなのみらいづくりーキャンパスマスタープラン2015－2016.4改訂版 天久保キャンパス

22 宇都宮大学 2014 宇都宮大学キャンパスマスタープラン平成28年度ー平成33年度 峰町キャンパス

23 群馬大学 2017 群馬大学キャンパスマスタープラン2017 荒牧キャンパス

24 埼玉大学 2017 埼玉大学キャンパスマスタープラン2017 大久保キャンパス

25 千葉大学 2017 千葉大学キャンパスマスタープラン2017日本一のキャンパスを目指して 西千葉キャンパス

26 横浜国立大学 2016 横浜国立大学常盤台キャンパスマスタープラン2016 常磐台キャンパス

27 新潟大学 (2016)2018 新潟大学キャンパスマスタープラン2016（H.30修正版） 五十嵐キャンパス

28 上越教育大学 2017 上越教育大学キャンパスマスタープラン2017～第3期中期目標期間から未来へつなぐ～ 山屋敷キャンパス

29 富山大学 2015 ダイジェスト版キャンパスマスタープラン2015　夢があり個性きらめくキャンパスづくり 五福キャンパス

30 金沢大学 2020 金沢大学キャンパスマスタープラン2020ー地域と世界に開かれた個性輝くキャンパスづくりのためにー 角間キャンパス

31 北陸先端科学大学院大学 2015 北陸先端科学大学院大学キャンパスマスタープラン‘15 JAISTキャンパス

32 福井大学 2018 福井大学キャンパスマスタープラン2018 文京キャンパス

33 信州大学 2018 信州大学キャンパスマスタープラン2018信州「独創の知」 松本キャンパス

34 岐阜大学 2015 岐阜大学グリーンキャンパス構想　キャンパスマスタープラン2015 岐阜キャンパス

35 静岡大学 2015 静岡大学キャンパスマスタープラン2010-2015公表版 静岡キャンパス

36 名古屋大学 2016 名古屋大学キャンパスマスタープラン2016ダイジェスト版 東山キャンパス

37 愛知教育大学 2018 愛知教育大学キャンパスマスタープラン2018改定～サスティナブルキャンパスの形成を目指して～ 刈谷キャンパス

38 三重大学 2018 三重大学キャンパスマスタープラン2018　生命の海・文化の森・科学の大空のキャンパスへ 上浜キャンパス

39 滋賀大学 2016 滋賀大学キャンパスマスタープラン2016 彦根キャンパス

40 京都大学 2018 京都大学キャンパスマスタープラン2018〈ダイジェスト版〉 吉田キャンパス

41 京都工芸繊維大学 2014 京都工芸繊維大学キャンパスマスタープラン2014 松ヶ崎団地

42 大阪大学 2016 大阪大学キャンパスマスタープラン2016 豊中キャンパス

43 大阪教育大学 2016 大阪教育大学キャンパスマスタープラン2016 柏原キャンパス

44 兵庫教育大学 2012 兵庫教育大学キャンパスマスタープラン 加東キャンパス

45 神戸大学 2018 キャンパスマスタープラン 六甲台キャンパス

46 奈良教育大学 2016 奈良教育大学キャンパスマスタープラン2016 高畑キャンパス

47 奈良女子大学 2021 cumpus master PLAN 2021 北魚屋キャンパス

48
奈良先端科学技術大学院大

学
2011

生駒キャンパスマスタープラン
生駒キャンパス

49 和歌山大学 2020 国立大学法人和歌山大学キャンパスマスタープラン2020 栄谷団地

50 鳥取大学 2016 鳥取大学キャンパスマスタープラン2016 鳥取キャンパス

51 島根大学 2013 島根大学キャンパスマスタープラン2013 松江キャンパス

52 岡山大学 2019 岡山大学キャンパスマスタープラン　しなやかに超えていく「実りの学都」へ 津島地区

53 広島大学 2016 広島大学キャンパスマスタープラン2016 霞キャンパス

54 山口大学 2006 山口大学キャンパス・マスタープラン 吉田キャンパス

55 香川大学 2016 香川大学キャンパスマスタープラン2016 幸町キャンパス

56 愛媛大学 2016
愛媛大学キャンパスマスタープラン2016（城北キャンパス）～『学生中心の大学』『地域とともに輝く

大学』『世界とつながる大学』を目指すキャンパスの創造～
城北キャンパス

57 高知大学 2016 高知大学キャンパスマスタープランーきらりと光る夢のあるキャンパスの創造ー 朝倉キャンパス

58 九州大学 2001 九州大学新キャンパスマスタープラン2001ー21世紀を活き続けるキャンパスの創造ー 新キャンパス

59 佐賀大学 2016 キャンパスマスタープラン2016 本庄キャンパス

60 熊本大学 2015 熊本大学キャンパスマスタープラン2015 黒髪キャンパス

61 大分大学 2016 大分大学キャンパスマスタープラン2016 旦野原キャンパス

62 宮崎大学 2017 キャンパスマスタープラン2017 木花キャンパス

63 鹿児島大学 2015 鹿児島大学キャンパスマスタープラン2015［ダイジェスト版］ 郡元キャンパス

64 鹿屋体育大学 2010 基本的な方向を示す施設計画（鹿屋体育大学施設整備マスタープラン２０１０） 白水キャンパス

65 琉球大学 2016 琉球大学キャンパス・リファイン計画ステージⅢ2016 千原キャンパス
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2.2 研究の方法 

収集された CMP について次のような処理、整理、分析を行うこととする。 

１）各 CMP から設計統御技法を抽出すること 

２）収集した設計統御技法をその特徴を読み解くこと 

３）２において読み取った特徴に基づいて設計統御技法を分類整理すること 

４）設計統御技法の中から社会的要求に対応するための図式更新の技法を読み解くこと 

５）図式更新の技法の特徴を読み解くこと 

６）設計統御技法について分析・考察を加え、設計統御技法の活用基盤を作り上げること 

 

1)の手続きについてそれを効果的に行うために多くの CMP で空間構成について一般的

に取り上げられるものを設計統御技法のカテゴリとして５つ設定した。また、カテゴリに掲

げた単語の同意語をキーワードとして、図や表においてカテゴリに関連する表現のあるも

のをキーグラフィックとして設定し全体的に技法を抽出できるようにした。図 2.2.1、図

2.2.2 にその方法を図示する。 

3）の手続きについて分類整理のために各カテゴリについて分析アイテムを設定した。表

2.2.1、表 2.2.2 にカテゴリごとの分析アイテムを示す。 

 4）の手続きについて、現状のキャンパスの図式と将来計画のキャンパスの図式の比較、

周辺の文章の記述内容から図式更新の目的と設計渡御技法を収集する。 
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2.2.1 空間構成に関する設計統御技法の収集 

空間構成に関する設計統御技法に関して、CMP 上で一般的に取り入れられるものを設計

統御技法のカテゴリとして 5 つ設定した。カテゴリに掲げた単語の同意語をキーワードと

して、図や表においてカテゴリに関連する表現のあるものをキーグラフィックとして設定

し全体的に技法を抽出できるようにした。図 2.2.1 にその方法を図示する。 

収集した空間構成に関する設計統御技法の分類整理のために各カテゴリに分析アイテム

を設定した。表 2.2 にカテゴリごとの分析アイテムを示す。 

 

  

 

図 2.2.1 空間構成に関する設計統御技法の収集方法 

 

  

キー ワー ド キー グラフィック 設 計統御技法のカ テ ゴリ

技法の抽 出 技法の分類

エ リ部ア分局配け逍・区な画ど 分け 分領け域らがれ色て、 図形で
いる モ ノ ―→ ゾー ニング

交通 ・車者両道 同線
歩行 路

車路・軸矢等の表実記のある~ 
印や椋

道路網

配器 • 平面形状 配罹図や 3Dモデル → 
立面図

建物の配逍 ・形状

65CMP j 
フ ァサード デザ イ ンコード → 表 庖 および断面デ ザ イン
ビジュア ル 断面図

緑地 ・広場ペ
パブリックス ース

パブリックスペ ー ス ・ 緑地筈—う
表記があるモノ

パブリックスペ ー ス
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表 2.2 空間構成に関する設計統御技法のカテゴリと分析アイテム 

 

 

 

 

  

カテゴリー 分析アイテム

ゾーニングの境界

ゾーニングの構成

ゾーン設定の目途

主要車路の構成

歩車分離の形式

駐車場

駐輪場

主要道路への構え

壁面位置

主要な平面形状

高さ計画

色彩・素材計画

断面の構成

主要な広場の配置形式

緑地計画

諸室の配置計画

共用空間の工夫

設備計画

6 建物の諸室計画

1

2

3

4

5

ゾーニング

道路網

建物の配置・形状

表装・断面構成のデザイン

パブリックスペース
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2.2.2 図式更新に関する設計統御技法の収集 

社会的要求を達成するためにはキャンパスの全体または部分について、周辺環境または

都市に向けて開けた形で計画することが必要とされている。そのためには単なる研究空間

としての大学の空間図式のままでは困難であり、キャンパス図式の更新が必要となること

が考えられる。 

各大学のキャンパスの図式はさまざまであり、図式更新の技法は空間構成の技法のよう

に共通して現れないことが考えられる。よって、キーワードやキーグラフィックによらず、

現状図と将来計画図の比較、将来計画図周辺の記述内容により技法を収集した。 
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３章 CMP の分析 
 

 

⚫ 3.1 空間構成に関する設計統御技法 

CMP に掲載されている内容から空間構成にかかわる設計統御技法を収集する。 

 

⚫ 3.2 図式更新に関する設計統御技法 

社会的要求の達成のためにキャンパスの空間図式を更新するための設計統御技法を収集

し、空間構成との関連性を分析する。 

 

⚫ 3.3CMP におけるキャンパスの地域連携への志向性の分析 

 設計統御技法とキャンパスへのアクセスの観点から CMP にみられる各大学の地域連携

への志向性を分析する。 
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3.1 空間構成に関する設計統御技法 

3.1 において、2.2.1 で設定した５つのカテゴリ（ゾーニング、道路網、建物の配置・形状、

表装・断面構成デザイン、パブリックスペース）について分析アイテムの特徴、技法の採用

事例について分析を行う。空間構成の設計統御技法の分類をするにあたって分析アイテム

ごとに定義の概念図を示す。 
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3.1.1 ゾーニング 

 CMP において、ゾーニングの設定はキャンパス全体の敷地利用について一定のルールを

決め、将来計画の明確性を高めることが目的である。キャンパスの空間図式に最も大きくか

かわるカテゴリである。 

 ゾーニングのカテゴリについて、ゾーンをどう設定するかというタイプとゾーンによっ

て何をコントロールするかというタイプの設計統御技法がみられた。前者にゾーニングの

境界（Z1）、ゾーニングの構成（Z２）、後者にゾーニングの目途（Z3）を分析アイテムとし

て設定した。 

それぞれの分析アイテムについて特徴と採用の目的を示す。 

 

  



17 

 

3.1.1.1 ゾーニングの境界（Z1） 

ゾーニングの境界をコントロールする技法を図 3.1.1 に示す通り、特徴によって 3 つのア

イテムに分類した。技法の特徴として道路境界（Z1-A）、地形的境界（Z1-B）、ゾーンの重

ね合わせ（Z1-C）がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.1.1 を示

す。 

 

 

 

Z1-A 道路境界 Z1-B 地形的境界 Z1-C ゾーンの重ね合わせ 

図 3.1.1.1 ゾーニングの境界の定義の図式 

Z1-A）道路境界 

道路によってゾーニングの境界を設定する手法である。 

〈建物の主要道路への構え〉や〈断面構成〉と掛け合わせて計画することで 2 以上の機能

が混在する空間を意図的に創出することが可能である。 

Z1-B）地形的境界 

地盤の高低差や斜面地、水系などの地形要因を基準にゾーニングの設定をする手法であ

る。 

〈表装のデザイン〉や〈広場の配置〉と組み合わせ、地形を生かした景観計画や広場計画

が可能である。 

Z1-C）ゾーンの重ね合わせ 

明確な境界を設定せず、ゾーンの重なりを持たせて設定する手法である。 

〈広場の配置〉や〈断面のデザイン〉と組み合わせて施設の共用化や学生の交流空間の創

出が可能となる。  

□

ニ
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表 3.1.1.1 ゾーニングの境界に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の代表図 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

の条件 

分析アイテ

ム 

Z1-A 

道路 

境界 

東京

学芸

大学 

 

・区画割を明

確化 

・2 以上の機能

が混在する交

流空間の創出 

・部局数 ・車路構成 

・パブリック

スペース 

・特徴的緑地 

Z1-B 

地形的

境界 

小樽

商科

大学 

 

・建築群のま

とまりの形成 

・土地利用の

効率化 

・敷地内高低

差の有無 

・特徴的緑地 

・パブリック

スペース 

・断面計画 

Z1-C 

ゾーン

の重ね

合わせ 

お茶

の水

女子

大学 

 

・キャンパス

の学際的利用 

・方針変更へ

の対応 

・附属施設と

の機能連携 

・部局数 

・キャンパス

の立地 

・色彩・素材 

・主要広場 

 

  

ゾーン配●図 （計画）
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3.1.1.2 ゾーニングの構成（Z2） 

ゾーニングの構成をコントロールする技法を図 3.1.2 に示す通り、特徴によって 3 つの技法

に分類した。技法の特徴として同心円構成（Z2-A）、広場クラスター構成（Z2-B）、モール

クラスター構成（Z2-C）がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.1.2

を示す。 

 

   

Z2-A 同心円構成 Z2-B 広場クラスター構成 Z2-C モールクラスター構成 

図 3.1.1.2 ゾーニング構成の定義の図式 

 

Z2-A）同心円構成 

同心円状に機能を配置するようにゾーニングを設定するものである。 

〈建物の主要道路への構え〉や〈広場の配置〉と組み合わせて広域的なセキュリティーレ

ベルの設定やキャンパスの中心的空間の創出が可能である。 

Z2-B）広場クラスター構成 

広場や公共ゾーンを中心として房状に機能を配置するようにゾーンを設定する手法であ

る。 

中心となる〈広場の配置〉の設定や〈車路の構成〉によって、広場の賑わいの創出や、歩

行者空間の創出が可能である。 

Z2-C）モールクラスター構成 

この技法はモールや長形のゾーンを中心として房状に機能を配置するようにゾーンを設

定するものである。 

 中心となる車路を含む、〈車路の構成〉や〈建物の主要道路への構え〉と組み合わせ、歩

行者空間の創出や目的の建物への明瞭性を得ることが可能である。 
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表 3.1.1.2 ゾーニングの構成に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の代表図 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

の条件 

分析アイテ

ム 

Z2-A 

同心円

構成 

千葉

大学 

 

・公私のメリ

ハリをゾーニ

ングによって

形成 

・効率的運用 

 

・部局数 ・主要車路の構

成 

・高さ計画 

・主要広場の位

置 

 

Z2-B 

広場ク

ラスタ

ー構成 

琉球

大学 

 

・公共ゾーン

の利便性向上 

・各機能への

アクセス性向

上 

・機能の明確

な分離 

・地域開放性

の向上 

・部局数 

・付属施設の有

無 

・色彩・素材 

・主要広場の位

置 

 

 

Z2-C 

モール

クラス

ター構

成 

筑波

大学 

 

・モールが各

機能をつなぐ

交流起点にな

る 

・モールから

の各機能への

アクセス性向

上 

 

・部局数 

 

・主要道路への

構え 

・壁面位置 

・高さ計画 

・断面計画 

・主要広場の位

置 
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3.1.1.3 ゾーン設定の目途（Z3） 

ゾーン設定の目途をコントロールする技法を図 3.1.3 に示す通り、特徴ごとに 5 つの技法に

分類した。技法の特徴としてゾーンごとに高さのコントロールをするもの（高さコントロー

ル（Z3-A））、ゾーンごとに容積率をコントロールするもの（密度コントロール（Z3-B））、

ゾーンごとに機能を設定するもの（機能区別（Z3-C））、自然資源や歴史的資源、その周辺

を保護するもの（資源保全（Z3-D））、ゾーンごとの専門性を示すもの（専門性区分（Z3-E））

がみられた。 

     

Z3-A 高度コントロール Z3-B 密度コントロール Z3-C 機能区分 Z3-D 資源保全 Z3-E 専門性区分 

図 3.1.1.3 ゾーン設定の目途の定義の図式 

  

交流空閉 交淀空臣

I I I I 
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Z3-A）高度コントロール 

ゾーンごとに建物の高さの基準を設定する手法である。 

〈建物の主要道路への構え〉と組み合わせ、連続した景観を創出、道路や広場の圧迫感を

減少することが可能である。 

Z3-B）密度コントロール 

ゾーンごとに区画の容積率の基準を設定する手法である。 

〈建物の高さ〉や〈広場の配置〉と組み合わせ、区画ごとに景観デザインを変化させるこ

とや、各区画の広場や外部空間の創出が可能となる。 

Z3-C）機能区分 

ゾーンごとに異なる用途や機能を設定するものである。 

〈表層のデザイン〉やと組み合わせて、ゾーンごとに調和を図った景観形成が可能になる。 

Z3-D）資源保護 

自然、歴史的建築物などの資源の周辺に開発を抑制・誘導する区域を設定するものである。 

〈緑地利用〉や〈表装のデザイン〉と組み合わせて、保存資源を生かした特徴的な空間形

成が可能である。 

Z3-E)専門性区分 

ゾーンにごとに専門性のレベルを設定するものである。 

〈広場の配置〉や（建物の主要道路への構え）と組み合わせてキャンパス内にセキュリテ

ィ区分を設定し開放の程度をコントロールすることが可能である。 
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表 3.1.1.3－1 ゾーンの目途の設定に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の代表図 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キ ャ ン パス

の条件 

分析アイテ

ム 

Z3-A 

高度 

コント

ロール 

小樽

商科

大学 

 

・地盤の高さ

によって建物

群の高さを調

和させること

での立体的な

景観形成 

・景観配慮 

・圧迫感の軽

減 

・敷地内の高低

差 

・敷地周辺の自

然条件 

 

・高さ計画 

・特徴的緑地 

・主要道路への

構え 

・断面計画 

Z3-B 

密度 

コント

ロール 

東京

大学 

 

・歴史的環境

と新たな建設

の秩序ある統

合を図り、キ

ャンパス全体

の良好な環境

を保全、強化 

・適度なオー

プンスペース

の形成 

・キャンパスの

立地条件 

 

・パブリックス

ペース 

・高さ計画 

 

  

＝ 

[II: えていくもの】
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表 3.1.1.3－2 ゾーニングの目途に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キ ャ ン パス

条件 

分析アイテ

ム 

Z3-C 

機能 

区別 

香川

大学 

 

・ゾーンごと

の機能を明確

化 す るこ と

で、キャンパ

ス整備の方針

を決定する 

・キャンパスの

組織条件 

 

 

・車両道路の構

成 

・色彩・素材 

・主要な広場 

・特徴的緑地 

 

 

Z3-D 

資源 

保全 

北海

道大

学 

 

・ 歴 史的 資

源、自然資源

両方について

保存エリアを

設定して資源

とその周辺環

境を保護 

・敷地周辺の自

然条件 

・高さ計画 

・パブリックス

ペース 

・特徴的緑地 

 

 

Z3-E 

専門性

区分 

名古

屋大

学 

 

・利用者レベ

ルを設定して

専門性をコン

トロール 

・学内外の交

流の活性化 

・キャンパスの

立地 

・部局数 

 

・道路の構成 

・建物の構え 

・断面構成 

・パブリックス

ペース 

 

［寛山キャンパスl
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3.1.2 道路網 

 CMP において、道路網の設定はキャンパス内の自動車・自転車・歩行者の通行計画、駐

車計画を決定し、施設利用の利便性・安全性を高めることを目的とする。ゾーニングととも

にキャンパスの空間図式大きくにかかわるカテゴリである。 

道路網のカテゴリについて、車路をどう設定するかというタイプとそれに基づいて何か

を設定するタイプの設計統御技法がみられた。前者に主要車路の構成（R1）、後者に歩車分

離の形式（R2）、駐車場（R3）、駐輪場（R4）を分析アイテムとして設定した。 

それぞれの分析アイテムについて特徴と採用の目的を示す。 
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3.1.2.1 主要車路の構成（R1） 

主要車路の構成をコントロールする技法を図 3.2.1 に示す通り、特徴によって 4 つの技法に

分類した。技法の特徴として R1-A）ループ道路型、R1-B）ループ道路付随型、R1-C）外周

道路型、R1-D）入構禁止型がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表

3.2.1 を示す。 

 

    

R1-A ループ道路型 R1-B ループ道路付随型 R1-C 外周道路型 R1-D 入構禁止型 

図 3.1.2.1 主要車路の構成の定義の図式 

  

歩行き専用
空閉
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R1-A）ループ道路型 

主要道路がループ状に回遊性があるものとする手法である。 

〈建物の主要道路への構え〉や〈広場の配置〉と組み合わせ、安全な歩行者空間の創出が

可能である。 

R1-B)ループ道路付随型 

主要道路にループ道路を付属して車路を設定する手法である。 

〈ゾーニングの構成〉や〈広場の位置〉と組み合わせ計画することでキャンパス内にいく

つかの地区を構成する計画が可能である。 

R1-C）外周道路型 

この技法は主要道路を敷地外周部に整備するものである。 

〈建物の主要道路への構え〉や〈広場の位置〉と組み合わせることで車両の空間と歩行者

の空間を分節し、安全性の確保が可能である。 

R1-D）入構制限型 

この技法は敷地内の車両の進入を緊急車両など、最小限にとどめるものである。 

キャンパス内の車両の走行を大幅に削減可能である。キャンパス内が歩行者空間となる

ため、〈建物の断面構成〉と組み合わせ、よりヒューマンスケールな空間の創出が可能であ

る。 
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表 3.1.2.1-1 主要車路の構成に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテ

ム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

ループ

道路型 

愛知

教育

大学 

 

・周回性の確

保 

・目的地への

利便性 

・歩車分離 

 

 

・高さ計画 

・主要広場 

・特徴的緑地 

 

B 

ループ

道路 

付随型 

三重

大学 

 

・建物への車

両接近性の確

保 

・目的地への

利便性 

・歩車分離 

・サービス車

両の効率 

 ・主要広場 

・特徴的緑地 

  

■ 動線計画図

● ：車両動線

：歩行動線

：駐車場

■ ：駐輯場

• ：メインゲー ト

• ：サブゲート

〇 ：封鎖の検討

五亘l ~- みど 9">"-., - =~ •-AJ安や..., ー.,
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C) ゲートソーン（サービス）
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表 3.1.2.1-2 主要車路の構成に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパスの

条件 

分 析 ア イ テ

ム 

C 

外周 

道路 

群馬

大学 

 

・歩車分離 

・機能性確保 

・効率的土地

利用 

 ・主要広場 

・特徴的緑地 

D 

入構 

制限型 

北海

道教

育大

学 

 

・歩車分離 

・駐車場の明

瞭性 

・土地の効率

的利用 

・付属教育施設 

・敷地内高低差

の有無 

・主要広場 

・特徴的緑地 

 

 

  

凡例

D 数百研究ゾーン

Eコ 冠栂廷ゾーン

亡 ヰ・諜外活動ゾーン

一色1涅天週ゾ→．．繹地A→
D 店住ゾーン

I II類＇）ーン

ー ・」民ネ佼ゾーン

一 歩行者 bィン勁ISi)

...... 少行者（リプ勤誼）

甲闘 （メイン勧繰）

、........, 蒻い元10,li)
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3.1.2.2 歩車分離の形式（R2） 

歩車分離の形式をコントロールする技法を図 3.2.2 に示す通り、特徴によって 4 つの技法に

分類した。技法の特徴として R2-A）歩行者エリア、R2-B）車両入構制限、R2-C）舗装切り

替え、R2-D)人工地盤がみられた。技法ごとの事例と採用の目的を掲げた表 3.2.2 を示す。 

 

    

R2-A)歩行者エリアの設定 R2-B)車両入構制限 R2-C)舗装切り替え R2-D)人工地盤 

図 3.1.2.2 歩車分離の形式の定義の図式 
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R2-A）歩行者エリアの設定 

道路やモールに歩行者専用のエリアを手法するものである。 

〈ゾーニングの構成〉や〈広場の位置〉と組み合わせ、賑わいのある外部空間の創出が可

能である。 

R2-B）車両入構制限 

キャンパスへの車両入構を制限する手法である。 

〈広場の位置〉や〈ゾーニングの構成〉を考慮して計画することでヒューマンスケールで

のキャンパス計画が可能である。 

R2-C）舗装切り替え 

歩行者道路と車両道路の舗装仕上げを変えることで歩車道の区別をする手法である。 

〈緑地計画〉や〈広場の位置〉と組み合わせ、明確で安全な外部空間の創出が可能である。 

R2-D）人工地盤 

人工地盤によって歩行者路と車両路を区別する手法である。 

狭い空間での歩車分離が可能であり、〈建物の断面構成〉と組み合わせて計画することで、

低層フロアの開放性を向上させることが可能である。 
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表 3.1.2.2 歩車分離の形式に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件と分析アイテム 

キャンパスの

条件 

分 析 ア イ テ

ム 

A 

歩行者

エリア

の設定 

愛媛

大学 

 

・歩行者の安

全性確保 

・車両利用者

の効率 

 ・駐車場 

・駐輪場 

・主要広場 

・特徴的緑地 

B 

車両 

入構 

制限 

秋田

大学 

 

・歩行者の安

全性確保 

・駐車場の明

瞭性 

 ・主要広場 

 

C 

舗装 

切り替

え 

三重

大学 

 

・歩行者の安

全性確保 

・歩行者路の

明瞭性確保 

 ・色彩・素材 

・主要広場 

・特徴的緑地 

 

D 

人工 

地盤 

東京

医科

歯科

大学 

 

・歩行者の安

全性確保 

・アクセス性

の向上 

・敷地内高低差

の有無 

・キャンパスの

立地 

・壁面計画 

・断面計画 
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3.1.2.3 駐車場（R3） 

駐車場をコントロールする技法を図3.2.3に示す通り、特徴によって８つの技法に分類した。

技法の特徴として R3-A）外周部集約配置、R3-B）外周部分散配置、R3-C）ゲート集約配

置、R3-D）ゲート分散配置、R3-E）主要路集約配置、R3-F）主要路分散配置、R3-G）建物

近く集約配置、R3-H)建物近く分散配置がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的

を掲げた表 3.2.3 を示す。 

 

    

R3-A 外周部集約配

置 

R3-B 外周部分散配

置 

R3-C ゲート集約

配置 

R3-D ゲート分散

配置 

 

    

R3-E 主要路沿い集

約配置 

R3-F 主要路沿い分

散配置 

R3-G 建物近く集

約配置 

R3-H 建物近く分

散配置 

図 3.1.2.3 駐車場の定義の図式 

  

▲ 

~ ら 鳳 亡コ園

二園ぃ
亡コ園
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R3-A)外周部集約 

この技法は駐車場を敷地外周部に大規模集約配置するものである。 

R3-B）外周部分散 

この技法は駐車場を敷地外周部に小規模分散配置するものである。 

R3-C）ゲート集約 

この技法は駐車場を入構口近くに大規模集約配置するものである。 

R3-D ゲート分散 

この技法は駐車場を入構口近くに小規模分散配置するものである。 

R3-E）主要道路沿い集約 

この技法は駐車場を主要道路沿いに大規模集約配置する技法である。 

R3-F）主要道路沿い分散 

この技法は駐車場を主要道路沿いに小規模分散配置するものである。 

R3-G）建物近く集約 

この技法は駐車場を建物近くに大規模集約配置するものである。 

R3-H）建物近く分散 

この技法は駐車場を建物の近くに小規模分散配置するものである。 

 

駐車場の集約配置は車両の交通動線を限定できるが、一時的な渋滞を引き起こす原因に

なりえる。 

駐車場の分散配置は駐車場からの各部へのアクセスは近くなるが、キャンパスの多くの

部分を車両が走行することになり、外部空間の豊かさが減少する原因になりえる。 
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表 3.1.2.3-1 駐車場に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

敷地外

周部に

集約配

置 

鳥取

大学 

 

・歩車分離 

・効率的土地

利用 

・附属病院 

 

・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・特徴的緑地 

B 

敷地外

周部に

分散配

置 

島根

大学 

 

・目的地への

利便性向上 

・歩車分離 

・ ・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・特徴的緑地 

C 

ゲート

近くに

集約配

置 

東京

医科

歯科

大学 

 

・歩車分離 

・利便性の向

上 

・効率的土地

利用 

・附属病院 ・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・特徴的緑地 

・象徴的資源 

．．ぷノ

● ●● " ・―_-―-_-

［竺悧~:-::●両石ー 1 「; ;~"" 雲 悶芯界；ば： I~ ごと笙左ご；

ゃ
9
-

i
 

湯島キャンパス交通・勤椋案
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表 3.1.2.3-2 駐車場に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

D 

ゲート

近くに

分散配

置 

秋田

大学 

 

 

・歩車分離 

・車両進入量

の減少 

 ・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・特徴的緑地 

・象徴的資源 

E 

主要道

路沿い

に集約

配置 

東京

工業

大学 

 

・利用者の利

便性 

・アクセス性

向上 

 

 ・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・特徴的緑地 

・用地確保 

F 

主要道

路沿い

に分散

配置 

東北

大学 

 

・アクセス性

向上 

・利用者の利

便性 

 

・広大なキャン

パス 

・主要車路の構

成 

・歩車分離 

 

＜凡例＞

ー ：稟両動繍

..  , 門 ・通用口 （瓢両入構可）

..  , 門 ・通用口 （歩行者のみ）

：歩行者エリア

：駐箪場計画エリア

ー 主要歩行者動緑
（歩行者優先＋学バス）

••• 主要歩行者動級 ・・・・・・ 散策路

一 主要自動車動緑 ● 駐軍場 ▼ ゲート

.. 
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表 3.1.2.3-3 駐車場に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的、 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

G 

建物近

くに集

約配置 

小樽

商科

大学 

 

・目的地への

アクセス性 

・利便性向上 

 

・広大なキャン

パス 

・敷地内高低差

の有無 

 

・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・平面形状 

H 

建物近

くに分

散配置 

高知

大学 

 

・目的地への

アクセス性 

・利便性の偏

りの減少 

 

・広大なキャン

パス 

 

・主要車路の構

成 

・歩車分離 

・平面形状 
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3.1.2.4 駐輪場（R4） 

駐輪場をコントロールする技法を図3.2.4に示す通り、特徴によって８つの技法に分類した。

技法の特徴として R4-A）外周部集約配置、R4-B）外周部分散配置、R4-C）ゲート集約配

置、R4-D）自転車道路沿い分散配置、R4-E）建物近く集約配置、R4-F）建物近く分散配置

がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.2.4 を示す。 

 

   

R4-A 外周部集約配置 R4-B 外周部分散配置 R4-C ゲート集約配置 

 

   

R4-D 自転車道路沿い

分散配置 

R4-E 建物近く集約配

置 

R4-F 建物近く分散配

置 

図 3.1.2.4 駐輪場の定義の図式 

 

R4-A)外周部集約配置 

この技法は駐輪場を敷地外周部に大規模集約配置するものである。 

R4-B)外周部分散配置 

この技法は駐輪場を敷地外周部に小規模分散配置するものである。 

R4-C)ゲート集約配置 

この技法は駐輪場を入構口近くに大規模集約配置するものである。 

R4-D) 自転車道路沿い分散配置 

この技法は駐輪場を主要道路沿いに小規模分散配置するものである。 

R4-E) 建物近く集約配置 

この技法は駐輪場を建物近くに大規模集約配置するものである。 

R4-F)建物近く分散配置 

この技法は駐輪場を建物の近くに小規模分散配置するものである。 

 

  

表 3.1.2.4-1 駐輪場に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

一口 い '' 一•
~ ~ 

亡コ園

二園ぃ
亡コ園
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設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

敷地外

周部に

集約配

置 

滋賀

大学 

 

・歩行者空間

化 

・キャンパス

の良好な景観

確保 

・効率的土地

利用 

 

・狭小なキャン

パス 

 

・主要広場 

・特徴的緑地 

 

B 

敷地外

周部に

分散配

置 

愛知

教育

大学 

 

 

・歩行者空間

化 

・キャンパス

の良好な景観

の確保 

・アクセス性

の確保 

 ・主要広場 

・特長的緑地 

C 

ゲート

近くに

集約配

置 

横浜

国立

大学 

 

・歩行者空間

化 

・キャンパス

の良好な景観

確保 

 

 ・主要広場 

 

 

 

表 3.1.2.4-2 駐輪場に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

■ 動線計画図

● ：車両動線

：歩行動線

：駐車場

■ ：駐輪場

• ：メインゲート

• ：サプゲート

〇 ：封鎖の検討

＇ =~'. ロ己_;1, 
... 會“
i 

／ 

， ,、
7-J 
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設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

D 

自転車

道路沿

いに分

散配置 

千葉

大学 

 

 

・歩車分離 

・アクセス性

の向上 

・利便性の向

上 

 ・主要道路への

構え 

・壁面計画 

E 

建物近

くに集

約配置 

お茶

の水

女子

大学 

 

・アクセス性

の向上 

・利便性の向

上 

・人の集まる

場所の創出 

 

キャンパス内移

動の効率化 

・平面形状 

・壁面計画 

・特徴的緑地 

F 

建物近

くに分

散配置 

信州

大学 

 

 

・利便性の向

上 

・アクセス性

の向上 

 

 ・平面形状 

・壁面計画 

・特徴的緑地 

 

 

  

1
,
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3.1.3 建物の配置・形状 

CMPにおいて、建物の配置・形状の設定はキャンパス内の道路網と建物の関係を構築し、

内外空間のつながりの構築や外部の景観計画が目的である。外部空間の空間構成にかかわ

るカテゴリであるが、配置や形状の大きな変更は困難であり、キャンパスの図式を決定する

1 つの要素であることに注意が必要である。 

建物の配置・形状のカテゴリについて、建物の配置をコントロールするタイプと配置に基

づいて建物の形状をコントロールするタイプの設計統御技法がみられた。前者に建物の主

要道路への構え（Ｂ１）、壁面位置（Ｂ２）、後者に建物の平面形状（Ｂ３）、建物の高さ計

画（Ｂ４）を分析アイテムとして設定した。 

それぞれの分析アイテムについて特徴と採用の目的を示す。 
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3.1.3.1 建物の主要道路への構え（B1） 

建物の主要道路への構えをコントロールする技法を図 3.3.1 に示す通り、特徴によって 3 つ

の技法に分類した。技法の特徴として B1-A）対峙性配置、B1-B）沿道性配置、B1-C）分岐

性配置がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.3.1 を示す。 

 

   

B1-A)対峙性配置 B1-B)沿道性配置 B1-C)分岐性配置 

図 3.1.3.1 建物の主要道路への構えの定義の図式 

 

B1-A)対峙性配置 

主要道路に対して建物が対峙するように配置するものである。 

 〈色彩・素材計画〉や〈緑地計画〉と組み合わせて、キャンパスのランドマークの景観計

画が可能である。 

B1-B)沿道性配置 

主要道路に沿って建物を配置するものである。 

〈壁面計画〉や〈駐輪場〉と組み合わせて、道路と建物の間の空間の計画の可能性が増大

させることが可能である。 

B1-C)分岐性配置 

主要道路から分岐した位置に建物を配置するものである。 

〈広場の位置〉や〈ゾーニングの構成〉と組み合わせ計画することで、建物の機能ごとの

空間計画が可能となる。 

 

  

ロ
ー

王
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表 3.1.3.1 建物の主要道路への構えに関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例と目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

対峙性

配置 

東京

工業

大学 

 

 

・アイストッ

プの役割 

・目的地の明

瞭性 

 

 ・高さ計画 

・色彩・素材 

・主要広場 

・特徴的緑地 

 

B 

沿道性

配置 

鹿児

島大

学 

 

・連続的な景

観の形成 

・アクセス性

の向上 

・目的地への

明瞭性 

 

 ・壁面計画 

・高さ計画 

・色彩・素材 

・断面計画 

・特徴的緑地 

 

C 

分岐性

配置 

鳥取

大学 

 

・建物の占有

空間の創出 

・建物への動

線に目的性が

生まれる 

 

 

 ・壁面計画 

・高さ計画 

・色彩・素材 

・主要広場 

・特徴的緑地 

1111111 キCンパス鬱 広場 敦冑碩究ゾーン ::w. 保存鰻咆ゾーン

11111111111 A碩“ 亡コ 低・棟エリア 応,・l6liゾーン 三ヨ 駐配••uゾーンー・の.. ・----・ 縁,_ ・外冥冒培・運動場ゾーン 蝸薯で濯ゾーン

Ill量字柁ゾーン

/,? 

/
 

-亀ゾー＿〗r
~L 

剛属学校
ゾーン
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3.1.3.2 建物の壁面位置（B2） 

建物の壁面位置をコントロールする技法を図 3.3.2 に示す通り、特徴によって 2 つの技法に

分類した。技法の特徴として B2-A）壁面統一、B2-B）壁面後退がみられた。技法ごとの CMP

の事例と採用の目的を掲げた表 3.3.2 を示す。 

 

  

B2-A 壁面統一 B2-B 壁面後退 

図 3.1.3.2 建物の兵器面位置の定義の図式 

B2-A)壁面統一 

建物の壁面を統一する手法である。 

〈建物の表装〉や〈緑地計画〉と組み合わせることで、キャンパスに連続的な景観を創出

することが可能である。 

B2-B)壁面後退 

建物の壁面を道路から一定距離以上後退させる手法である。 

 〈広場の位置〉や〈建物の断面構成〉と組み合わせることで、建物の正面空間に公共の

外部空間が創出可能である。 

 

 

  

J 
>
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表 3.1.3.2 建物の壁面位置に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

壁面線

の統一 

鹿児

島大

学 

 

 

・キャンパス

景観の向上 

・連続性の創

出 

・視界の開放 

・ ・主要道路への

構え 

・高さ計画 

・色彩・素材 

・断面計画 

・主要広場 

・特徴的緑地 

B 

壁面後

退 

北海

道大

学 

 

・視界の広が

りの確保 

・圧迫感の軽

減 

・オープンス

ペースの創出 

・除雪の一時

保管場所の創

出 

 

・キャンパスの

気候条件 

 

・主要道路への

構え 

・高さ計画 

・色彩・素材 

・断面計画 

・主要広場 

・特徴的緑地 

 

  

壁園ラインの統一

I ,_ 
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3.1.3.3 建物の平面形状（B3） 

建物の平面形状をコントロールする技法を図 3.3.3 に示す通り、特徴によって２つの技法

に分類した。技法の特徴として B3-A）長方形平面、B3-B）中庭型平面がみられた。技法

ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.3.3 を示す。 

 

 

B3-A 長方形平面 B3-B 中庭型平面 

図 3.1.3.3 建物の平面形状の定義の図式 

 

B3-A)長方形平面 

この技法は建物の平面形状を長方形とするものである。片廊下型、中廊下型の計画が可能

である。 

〈広場の位置〉や〈高さ計画〉と組み合わせることで、共有の中庭の創出やが可能である。 

B3-B)中庭型平面 

この技法は建物の平面形状を、中庭を有する形状とするものである。中庭が開放され、採

光の確保ができるので中廊下型での運用が可能である 

〈広場の位置〉と組み合わせて、部局ごとの独自空間の創出や憩いの場の創出が可能であ

る。 

  

D 二
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表 3.1.3.3 建物の平面形状に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

長方形

平面 

埼玉

大学 

 

・使用性と効

率の確保 

・建物群によ

る中庭の創出 

・ 

 ・主要道路への

構え 

・壁面計画 

・高さ計画 

・断面計画 

B 

中庭型

平面 

東北

大学 

 

・憩いの空間

の創出 

・交流空間の

創出 

・自然光の確

保 

 ・主要道路への

構え 

・断面計画 

・主要広場 

・特徴的緑地 

・建て替えの計

画性 

 

  

.-oi戸m
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3.1.3.4 建物の高さ（B3） 

建物の高さをコントロールする技法を図 3.3.4 に示す通り、特徴によって 3 つの技法に分

類した。技法の特徴として一定以上の高さを制限するもの（B3-A 高さ制限）、建物を高層

化するもの（B3-B 高層化）、建物の高さを統一するもの（B3-C 高さ統一）がみられた。

技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.3.1 を示す。 

   

B3-A 高さ制限 B3-B 高層化 B3-C 高さ統一 

図 3.1.3.4 建物の高さの定義の図式 

 

 

B3-A)高さ制限 

建物の高さに制限を設けるものである。基準法上の規制より低く高さ制限を設定し、ヒュ

ーマンスケールな計画が可能となる。 

広大な敷地をもつキャンパスや周辺が住宅地等の配慮が必要な用途であるとき採用され

る。 

B3-B)高度化 

建物を高層化するように誘導するものである。高層化することで機能の集約などが可能

となる。 

狭小な敷地のキャンパスや都市型のキャンパスで採用される。 

B3-C)高さ統一 

建物の高さを一定の高さに統一するものである。エリアごとの設定や、道路沿いでの設定

により、統一的なキャンパス景観の形成を目的として採用される。 

 

 

 

 

  

一
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表 3.1.3.4 建物の高さに関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

高さ制

限 

名古

屋大

学 

 

・視界の開放

性 

・スカイライ

ンの統一 

・圧迫感の軽

減 

・敷地内高低差

の有無 

・キャンパスの

周辺環境 

・ゾーニングの

目途 

・主要道路への

構え 

・壁面計画 

・断面計画 

・特徴的緑地 

B 

高層化 

東京

医科

歯科

大学 

 

・床面積の確

保 

・機能の集約

化 

・狭小なキャン

パス 

 

・高さ計画 

・断面計画 

・建て替えの計

画性 

・用地確保 

 

C 

高さ統

一 

東北

大学 

 

・スカイライ

ンの統一 

・連続性のあ

る景観の創出 

 

 主要道路への

構え 

・壁面計画 

・色彩・素材 

 

 

 

  

【東山キャンパス ：南北断面】

必な昧団石を
グリーンペルトに
面した控窃"

グ）ーンペルト1こ

面した注"'よ
必な沐団石を

忘后樟で確俣する
低 9こチえる

・t、 t
ぼに抑える

忘~Ifで確呆する

t ,'、'、'

翌茫烹，レトと9認ぷコモンスベース I :i点昇品は盆;.,"I 翌門雙閉レトと楳ぶコモンスベース

【東山キャンパス ：東西断面】

附尽字校 （四谷山手通り） 広ぢ 豆田過，，

lll 鴨

中霞孤

昼糟置

体可砥祓 m,,a>H+t, 濾センター+i.杢廃没 述下註駅

■三層構成と分節

外壁面を憂壇部・中層部・1l1部の=層構成とし．分節によってヒュー

マンスケールな外観をつ くる。基壇部は回廊形状とし、天候に左右

されない歩行空間を創り、これに面して共用スベースを設け、駈わ

いを表出させる。頂部については、スカイ ラインを揃えることによっ

て 1つのまとまりをつくる。
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3.1.4 表装・断面構成のデザイン 

CMP において、表装・断面構成のデザインの設定はキャンパス内の建物の一体感の創出

やランドマークの創出、また、施設の利便性や内外空間の関係性の構築を目的とする。表装

の計画や断面構成の計画は人の視点レベルの空間構成の構築に大きな役割を持っている。 

表装・断面構成のデザインのカテゴリについて、建物の色彩・素材をコントロールするタ

イプと建物の断面構成をコントロールする設計統御技法がみられた。前者に建物の色彩・素

材、後者に建物の断面構成を分析アイテムに設定した。 

それぞれの分析アイテムについて特徴と採用の目的を示す。 
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3.1.4.1 表装のデザイン（D1） 

表装のデザインをコントロールする技法を図 3.4.1 に示す通り、特徴によって３つの技法に

分類した。技法の特徴として D1-A）色彩素材の統一、D1-B）色彩素材の対比、D1-C）色

彩素材の調和がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.4.1 を示す。 

   

D1-A 色彩素材の統一 D1-B 色彩素材の対比 D1-C 色彩素材の調和 

図 3.1.4.1 表装のデザインの定義の図式化 

 

D1-A)色彩素材の統一 

建物の表装の色彩や素材を統一するものである。 

〈ゾーニング〉や〈建物の配置・形状〉と組み合わせ、統一的なキャンパス景観を形成す

ることが可能である。 

D1-B)色彩素材の対比 

この技法は建物の表装の色彩や素材にアクセントを持たせるものである。 

〈建物の主要道路への構え〉や〈ゾーニング〉と組み合わせ、建物の機能の明確化、キャ

ンパスの象徴的な部分としての計画が可能である。 

D1-C)色彩素材の調和 

建物の表装の色彩や素材を同系のものにして調和させるものである。 

〈ゾーニング〉や〈建物の配置・形状〉と組み合わせ、機能を区別しながら、調和のとれ

た空間の創出が可能である。 
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表 3.4.1 表装のデザインに関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法の

採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

色彩・

素材の

統一 

大分

大学 

 

・景観の統一

感の創出 

・建物群のま

とまり感の醸

成 

・素材選定の

容易化 

 

 ・主要道路への

構え 

・壁面計画 

・高さ計画 

 

B 

色彩・

素材の

対比 

奈良

先端

科学

技術

大学 

 

・視認性向上 

・アイストッ

プ・ランドマ

ーク 

・キャンパス

のアクセント 

・公共性の表

現 

 

・複数部局 ・主要道路への

構え 

・壁面計画 

・主要広場 

C 

色彩・

素材の

調和 

鳥取

大学 

 

・景観の向上 

・色の系統に

よる機能分け 

・敷地内高低差

の有無 

・壁面計画 

・高さ計画 

・断面計画 

 

 

 

 

このズペースのモニュメン トや記念潤を活かしながら、利用者がくつろげるペンチ等を設1プ、

色合いは逹向の外観と統一化を図る。

）

ろ

ろい

さ

ゲ

ね

く

いあ

ひ

＿
か

ほ色

（

そ

ラ

②色

賊

色

（

ヵ
茜

木

藍

紐

卜ン5
 _
_
 

＿＿
 

ィ外

情報科学研究科ゾーン

パイオサイエンス研究科ゾーン

物質創成科学研究科ゾーン

共通ゾーン

各
学
器
系
璽
犠
の
外
観
は

t烹
m糸
を
茎
躙

と
し
て
周
辺
覆
填
と
調
和
を
図
リ
全
学
共
通
の

＇
は
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
等
を
採
用
し
視
霞

性

i鯵
磁
お
喜

§
uト
Iiを

行
う
。
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3.1.4.2 断面構成（D2） 

断面構成をコントロールする技法を図 3.4.2 に示す通り、特徴によって３つの技法に分類し

た。技法の特徴として D2-A）低層部共用化、D2-B）建物前面の共用化、D2-C）眺望計画

がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.1.4.2 を示す。 

   

D2-A 低層部共用化 D2-B 建物前面公共化 D2-C 眺望確保 

図 3.1.4.2 断面構成の定義の図式 

 

D2-A)低層部公共化 

建物の低層部を公共の空間とする技法である。 

フロアレベルでのセキュリティ設定が可能となり、低層階の公共性の確保が可能である。

モール、広場などの外部空間と関係性を持つことが可能なので収益施設の誘致や展示空間

の創出が考えられる。 

D2-B)建物前面公共化 

建物の道路側の前面を公共の空間とするものである。 

各階に公共空間の確保が可能となり、開放的なファサードデザインが可能になる。研究棟

と授業棟の区別をしているキャンパスやその部分でみられ、市民開放の一助となる手法で

ある。 

D2-C)眺望計画 

建物からの眺望を確保するように断面構成を工夫するものである。 

キャンパス立地によるキャンパス資源の活用や、〈緑地計画〉と合わせて、教育環境の向

上が期待できる。丘陵地や高台のキャンパスで設定されることが多いことから、不利になり

やすい敷地条件の有効活用が狙いであると考えられる。 

 

  

『
[
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表 3.1.4.2 断面構成に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

低層部

共用化 

三重

大学 

 

・交流の活性

化 

・夜間の安全

性向上 

・建物のセキ

ュリティ 

・管理の容易

化 

 

 ・主要道路への

構え 

・平面形状 

 

B 

建物前

面の共

用化 

広島

大学 

 

・建物のセキ

ュリティ管理

の容易化 

・交流の活性

化 

・建物の高さ

の変化による

景観の形成 

 ・主要道路への

構え 

・高さ計画 

・色彩・素材 

 

C 

眺望計

画 

神戸

大学 

 

・建物からの

眺望確保 

・建物の開放

性向上 

・教育環境の

向上 

・丘陵地 

敷地内高低差 

・ゾーニング 

・主要道路への

構え 

・主要広場 
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3.1.5 パブリックスペース 

CMP において、パブリックスペースの設定によってキャンパス内の外部空間について広

場や緑地の形式を決定し、人々の活動の拠点やキャンパス内の憩い空間の創出が可能であ

る。 

パブリックスペースのカテゴリについて、広場をコントロールするタイプと緑地をコン

トロールするタイプの設計統御技法がみられた。前者に広場の配置、後者に特徴的な緑地を

分析アイテムとして設定した。 

それぞれの分析アイテムについて特徴と採用の目的を示す。 
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3.1.5.1 広場の配置（P1） 

主要広場の位置をコントロールする技法を図 3.5.1 に示す通り、特徴によって４つの技法に

分類した。技法の特徴として P1-A）ゲート近辺、P1-B）主要路沿い、P1-C）キャンパス中

央、P1-D）建物に囲まれた位置がみられた。技法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げ

た表 3.5.1 を示す。 

    

P1-A ゲート近辺 P1-B 主要路沿い P1-C キャンパス中央 P1-D 建物に囲まれた位置 

図 3.1.5.1 主要広場の位置の定義の図式 
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P1-A)ゲート近辺 

この技法はゲートの近くに広場を整備するものである。 

キャンパスへの玄関口となる部分に広場を配置することでキャンパスの開放性を確保す

ることができる。 

P1-B)主要路沿い 

この技法は主要な動線に沿って広場を配置するものである。 

〈壁面計画〉と合わせて計画し、小さな広場を点在させることでゆとりのある歩行者空間

の創出が可能である。 

P1-C)キャンパス中央 

この技法はキャンパスの中央に広場を整備するものである。 

〈ゾーニングの構成〉や〈建物の配置・形状〉と合わせて、賑わいの創出や中心性の向上

が可能である。 

P1-D)建物に囲まれた位置 

この技法は建物に囲まれた位置に広場を整備するものである。 

〈建物の断面構成〉や〈建物の平面形状〉と組み合わせて、教育環境の向上や憩いや思索

の空間の創出が可能である。 
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表 3.1.5.1-1 主要な広場の位置に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

ゲート

近く 

秋田

大学 

 

・社会に開放

したキャンパ

ス 

・キャンパス

の賑わい創出 

 

・付属教育施設 

 

・ゾーニング構

成 

・車路動線の構

成 

・特徴的緑地 

B 

キャン

パス軸

上 

大分

大学 

 

・賑わいの核

の形成 

・広場のシン

ボル化 

・防災広場の

創出 

 

 ・ゾーニング構

成 

・車路動線の構

成 

・断面計画 

・特徴的緑地 

 

  

配置概念図

教育研究極設ゾーン

運動厖設ゾーン

只ソーン

呻ゾーン

• —• 
▲
―▲
 

駐肇虚ゾーン

庄ソーン
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表 3.1.5.1-2 主要な広場の位置に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

C 

キャン

パス中

央 

横浜

国立

大学 

 

・賑わいの核

の形成 

・広場の中心

性向上 

・広場のシン

ボル化 

・防災広場の

創出 

 ・ゾーニング構

成 

・車路動線の構

成 

・断面計画 

・特長的緑地 

D 

建物に

囲まれ

た位置 

お茶

の水

女子

大学 

 

・アクセス性

向上 

・共用空間の

ネットワーク

化 

・憩いの空間

の創出 

 

 ・主要道路への

構え 

・平面形状 

・壁面計画 

・断面計画 

・特徴的緑地 
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3.1.5.2 緑地利用（P2） 

緑地利用をコントロールする技法を図 3.5.2 に示す通り、特徴によって 3 つの技法に分類し

た。技法の特徴として P2-A）保存緑地、P2-B）道路緑地、P2-C）広場緑地がみられた。技

法ごとの CMP の事例と採用の目的を掲げた表 3.5.2 を示す。 

 

P2-A)保存緑地 

この技法は自然資源として大学が所有する緑地を利用しているものである。 

キャンパス内の憩いの空間の創出が可能となり、生物の居住圏となるので教育資源とな

る。 

P2-B)道路緑地 

この技法は道路沿いに緑地を整備するものである。 

並木状に整備することで視線の誘導や木陰の創出が可能であり、ゆとりのある外部空間

の創出につながる。 

P2-C)広場緑地 

この技法はキャンパスの広場を緑地として整備するものである。 

広場のランドマークとして、また木陰をつくる役割を持ち豊かな外部空間の創出につな

がる。 
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表 3.1.5.2 緑地利用に関する設計統御技法を用いたＣＭＰ事例の代表例とその目的 

設計統

御技法 

大 学

名 

キャンパスマスタープラン上の事例（図） 設計統御技法

の採用の目的 

関連する条件・分析アイテム 

キャンパス

条件 

分析アイテ

ム 

A 

保存緑

地 

神戸

大学 

 

・憩いの空間

の創出 

・教育資源 

・地域の緑地

資源保護 

・キャンパス

の修景 

・生物多様性

の保護 

・敷地周辺の自

然環境 

・敷地内高低差 

・郊外型キャン

パス 

・高さ計画 

・断面計画 

・資源利用 

B 

道路縁

緑化 

京都

大学 

 

・連続性のあ

る景観 

・生物多様性

の創出 

・歩車道の中

間帯の形成 

・敷地内外の

景観配慮 

 

・敷地周辺の環

境 

・ 

・車両動線の構

成 

・壁面計画 

・高さ計画 

・色彩・素材 

・断面計画 

 

C 

広場緑

化 
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《芝生広場》

北地区の教育研究ゾーンの中央部にある広大な緑地帯は、利用者が（つろぎ交流と安らぎを促す屋外空間

とするために芝生俎圏とし．既祐計木を有効に活用しながら見衰Lのよし憫放的な広場として整傭する。

北地区＂事"'""'

誠編l
-I 
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3.2 図式更新にかかわる設計統御技法 

3.2 において、図式の更新にかかわる設計統御技法について 2.2.2 で記述した方法で収集

し、図式更新の設計統御技法のみられた CMP について設計統御技法と空間構成技法の関係

性、効果を分析する。 

図式更新の設計統御技法のみられた大学の CMP は表 3.2 の通りである。表 3.2 には大学

名、メインキャンパス名、図式更新のための設計統御技法が記載されている。同様の技法を

用いているものは同色に着色している。 

 

表 3.2 図式更新の設計統御技法がみられた大学の設計統御技法の採用状況 

No. 大学名 キャンパス名

ゾーニン

グの目途

　Z1

ゾーニン

グの境界

　Z2

ゾーニン

グの構成

　Z3

歩車分離

の形式

　R1

主要車路

の構成

　R2

駐車場

　R3

駐輪場

R4

主要道路

に対する

構

　B1

主な平面

形状

　B2

壁面計画

　B3

高さ計画

　B4

素材・色

彩

　D1

断面構成

　D2

広場の位

置

　P1

特徴的緑

地

　P2

図式更新の設計統御技法と採用の効果

1 北海道大学 札幌キャンパス A,D A 他 B 他 H F B B B A C A A,B A 東西軸の設定により、最寄駅からの人を誘導

2 北海道教育大学 札幌キャンパス C A B B D A A C B ー ー ー ー B B 車両入構口の設置により公道から直接駐車場へ

4 帯広畜産大学 稲田団地 C A C A B F ー A A B ー A ー C B 道路の接続により車両動線を外周へ移動

12 東京大学 本郷キャンパス A,B A 他 ー 他 ー ー A B ー A B,C ー B B,C 新軸線の設定により南北接続

13 東京医科歯科大学 湯島キャンパス C C 他 D 他 C ー B A ー B ー ー A B 減築・高層化によりオープンスペース創出

17 東京工業大学 大岡山キャンパス C A A A C E ー A B ー A ー A B C ブリッジ整備により団地接続

19 お茶の水女子大学 大塚団地 C C 他 C C A E A B ー ー C ー D B 入構口の整備により車両通過を可能に

21 筑波技術大学 天久保キャンパス C A B A C A ー B B ー B B,C A D B 門の整備によるメインストリート整備

22 宇都宮大学 峰町キャンパス C A C A 他 A ー B B ー ー ー ー A C 新門整備により通過軸化

24 埼玉大学 大久保キャンパス C A C C B A F C A B A C ー D A 門近くにロータリー整備バスを中まで入れない

26 横浜国立大学 常磐台キャンパス C B B B C C C B A ー ー ー ー B,C B 新門整備により軸の延長整備

27 新潟大学 五十嵐キャンパス C A C A A E ー B B ー ー ー ー C C
公道を利用した車両動線のループ化により歩行者の安全性

確保

32 福井大学 文京キャンパス C,D A C A A F C B B A C A A D B 減築・施設共有化により車両道路ループ化

34 岐阜大学 岐阜キャンパス C A A D C F F B B ー ー ー A D D
低層階の改修、人工地盤により歩車分離と連続した利用動

線の確保

35 静岡大学 静岡キャンパス C B C A 他 C C B B ー C A ー D C 車道の変更による歩行者空間の創出

36 名古屋大学 東山キャンパス E C C A C A ー B A A B A A C B 施設と地下鉄駅の接続、パブリックスペースの2層化

38 三重大学 上浜キャンパス C C C A,C B F F B B ー ー ー A B A,B
都市計画道路に新門を設置、都市交通網の中にキャンパス

の共通ゾーンを挿入し、地域拠点化

42 大阪大学 豊中キャンパス C C 他 A B ー ー B B A C B,C A B B バス整備＋ループ化

52 岡山大学 津島地区 C A C A C F F B B A ー A ー C C
パブリックスペースの拡大整備による分割されたキャンパ

スの接続

55 香川大学 幸町キャンパス C A C A C A F B B ー ー A ー A ー 安全通路の整備による団地の接続

56 愛媛大学 城北キャンパス C A C A D A A B A ー ー ー ー B ー スクラップ＆ビルドによる施設配置の整理

57 高知大学 朝倉キャンパス C A C A 他 H F B B A C A ー D B 入構口の位置の整備歩行者と車両の動線を分別

59 佐賀大学 本庄キャンパス C A A A B E F B B B ー ー ー A B 入構口設置によりキャンパス軸の設定

60 熊本大学 黒髪キャンパス C A A A C F F A A ー ー ー ー B B
公道を利用したループ道路によりパブリックスペースを囲

み、歩行者空間の創出

63 鹿児島大学 郡元キャンパス C A C A C A ー B B A A ー ー D B
諸規模建物の集約、モール沿い配置によるキャンパスに主

要軸線の形成
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表 3.2 から下記のような結果が得られた 

・入構口を新設する技法はキャンパス内に通過動線を整備し、歩行者のキャンパス軸の整

備や公共交通の誘引が計画される例がみられ、キャンパスの主要な動線計画に効果がある。 

・複数の団地で形成されているキャンパスにおいて、パブリックスペースやモールの連続

性を高めることで、団地の接続、統一化を図っている。また公道をキャンパスの交通網の一

部として利用することでループ化を実現している例がみられる。 

・施設の減築・再配置によりキャンパスの図式更新を図っている大学は比較的小規模なキ

ャンパスを有しており、特に敷地面積が２０万㎡を下回る東京医科歯科大学、香川大学では

長期の将来計画のほかに、中期の建物配置計画を設定し、施設整備の順序を明示していた。 

 

表 3.2 に示すようにキャンパスの図式更新にはゾーニングや軸線の設定のような整備誘

導の視点となるモノの設定のほか、入構口や安全通路、道路の接続のような比較的小規模な

整備によって図式を更新する方法がみられた。 
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3.3 CMP におけるキャンパスの地域連携への志向性の分析 

 大学キャンパスの地域貢献は社会から要求される大学の役割の一つである。「池内祥見,ほ

か 19 名：まちのようにキャンパスをつくりキャンパスのようにまちをつかう ,丸善出

版,2020」によると大学の地域貢献にはキャンパスの施設の一般への開放が重要であり、そ

の配置や空間の質、地域からのアクセスが整備の重要なポイントであるとされている。 

 地域開放施設及びゾーンの配置及び都市交通網からのアクセスの観点からＣＭＰにみら

れる地域連携への志向性の評価を行う。バス停や駅の配置（以下「バス停」）がとキャンパ

ス内の地域連携ゾーンまたは施設の配置（以下「地域連携ゾーン」）計画が一致している場

合Ａ評価、バス停と地域連携ゾーンにずれがあるが、1 直線にアプローチできる場合Ｂ評価、

バス停と地域連携ゾーンに大きなずれがある、または地域連携についての記述等がされて

いないものをＣ評価として、評価基準を設定する。表 3.3.1 に地域連携への志向性の評価基

準、表 3.3.2 にＣＭＰの地域への志向性の評価結果を示す。 

 

 A 評価のものは地域連携に関する施設の配置が都市交通網の循環の中に違和感なく挿入

されているといえる。学外の人々の移動範囲は限定され、キャンパス内のセキュリティ管理

の観点から見ても評価の高いものであるといえる。 

 B 評価のものはバス停から地域連携に関する施設に迷うことなくたどり着ける関係とな

っている。キャンパス内の移動を必要とし、A 評価のものよりセキュリティ面では劣るが、

アプローチ空間の展示空間化や建物低層の開放によって、よりキャンパスの魅力発信のポ

テンシャルが残されているといえる。 

 C 評価のものは地域連携に関する施設と公共交通網に連携が取れていないと見ることが

できる。建物単位でのセキュリティ管理によりキャンパス全体を地域に提供しているキャ

ンパスもみられるが、その範囲は公共交通をうまく誘引しているキャンパスに比べ影響範

囲は小さくなっていると考えられる。 
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表 3.3.1 CMP の設計統御技法から見る地域連携への志向性の評価基準表 

 

 

 

 

  

Ａ

評

価 

  

Ｂ

評

価 

    

Ｃ

評

価 

     

 

 バス停・電車駅等      地域連携ゾーンもしくは施設 

公道 

キャンパス内道路 

． 

．
 

-．
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表 3.3.2 ＣＭＰの設計統御技法にみられる地域連携への志向性評価結果 

 

 

  

No. 大学名 地域連携の志向性 No. 大学名 地域連携の志向性

1 北海道大学 B 34 岐阜大学 A

2 北海道教育大学 A 35 静岡大学 C

3 小樽商科大学 B 36 名古屋大学 A

4 帯広畜産大学 B 37 愛知教育大学 A

5 旭川医科大学 C 38 三重大学 A

6 北見工業大学 B 39 滋賀大学 B

7 弘前大学 B 40 京都大学 C

8 岩手大学 C 41 京都工芸繊維大学 B

9 東北大学 C 42 大阪大学 C

10 秋田大学 B 43 大阪教育大学 C

11 福島大学 B 44 兵庫教育大学 A

12 東京大学 C 45 神戸大学 A

13 東京医科歯科大学 B 46 奈良教育大学 B

14 東京学芸大学 C 47 奈良女子大学 C

15 東京農工大学 C 48 奈良先端科学技術大学院大学 B

16 東京藝術大学 B 49 和歌山大学 C

17 東京工業大学 C 50 鳥取大学 A

18 東京海洋大学 A 51 島根大学 B

19 お茶の水女子大学 A 52 岡山大学 A

20 筑波大学 A 53 広島大学 A

21 筑波技術大学 C 54 山口大学 C

22 宇都宮大学 A 55 香川大学 B

23 群馬大学 B 56 愛媛大学 B

24 埼玉大学 C 57 高知大学 A

25 千葉大学 A 58 九州大学 A

26 横浜国立大学 A 59 佐賀大学 A

27 新潟大学 B 60 熊本大学 A

28 上越教育大学 C 61 大分大学 C

29 富山大学 A 62 宮崎大学 B

30 金沢大学 B 63 鹿児島大学 B

31 北陸先端科学大学院大学 B 64 鹿屋体育大学 C

32 福井大学 A 65 琉球大学 A

33 信州大学 C
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4.1 設計統御技法のバリエーション 

本研究で CMP から収集した空間構成の設計統御技法には図 4.1のようなバリエーションが

確認できた。これらの技法の組み合わせにより多様な設計統御技法が確認できた。ここで各

設計統御技法の左に掲げている英字は 4.2 で記載する設計統御技法の総覧表に対応してい

る。 

 

 

図 4.1 空間構成の設計統御技法のバリエーション 

カテゴ リ 分析アイテ ム 設計統御技法

ゾ ー ニング 界

成

途

境

揖

目

の

の

の

グ

グ

グ

ン

ン

ン

―ー

ニ

―-ロ
道路網 主要単路 の ほ 成

歩単分雄の形式

三 月塁悶岱界
ノーンの亘ね合わせ

三 訂g閃度ターほ成
モールクラスター構成

冒昌：：：
-g55註廿iの設 定

D 人 工 地盤

駐車場

駐帷湯

h
 ・"

約

散

分曇
建物の配武形状 1:::::: への構え-=1呻

這物の平面形状

這物の高さ

L__A壁面 紐 一
B墾面後退

L__A長 方 形 平 面
B 中庭型平面

戸 出炉
高さ杭ー

表装・断面のデザイン~ ン

断面構成

ハブリックスヘ ー ス
口広湯の記置

桟地利用

戸け印席苔i
色彩素材の関和

三品出仕澪羹化
誂望計囚

戸i~ら琵中央
這物に囲まれた位臣

戸 i:==広湯様地



69 

 

4.2 各大学の設計統御技法の採用状況とその応用方法 

本研究によって収集した設計統御技法及び分析結果を総覧する表を以下に示す。この表

には各大学の敷地面積、容積率、各大学の採用している設計統御技法及び CMP の地域連携

への志向性評価が掲げられている。 

文科省「国立大学法人運営費交付金の在り方に関する検討会」（2015.6）の提言によると

「国立大学の多様な役割や求められている期待に応える点を総合的に勘案し、機能強化の

方向性に応じた取組をきめ細かく支援するため、予算上、三つの重点支援の枠組みを新設」

とあり、国立大学の国立大学法人運営費交付金の交付に当たり、中期目標の設定により、各

国立大学を以下の 3 つの機能に分化し、特色を生かす整備が目指されている。 

本研究においては①型の機能について将来計画の評価指標を作成している。つまり、①型

を目指す大学・キャンパスにとって、CMP 作成に資する資料として活用が可能である。 

また、設計統御技法の観点から②型、③型の評価基準を作成することで、各国立大学の将

来計画の妥当性評価の資料として活用が可能となるだろう。 

 

〈重点支援の枠組み〉 

①主として、地域に貢献する取組とともに、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色の

ある分野で世界･全国的な教育研究を推進する取組を中核とする国立大学 

②主として、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色のある分野で地域というより世界･

全国的な教育研究を推進する取組を中核とする国立大学 

③主として、卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学的に卓越した教育研究、

社会実装を推進する取組を中核とする国立大学 
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表 4.2 各大学の設計統御技法の採用状況 

 

空間図式更新に関する設計統御技法

分析カ

テゴ

リー

敷地条件

図式更新のための設計統御技法技法

(技法/目的)

S

分析

アイ

テム

大学名 敷地面積㎡ 延床面積㎡ 容積率％

ゾーニ

ングの

目途

　Z1

ゾーニ

ングの

境界

　Z2

ゾーニ

ングの

構成

　Z3

歩車分

離の形

式

　R1

主要車

路の構

成

　R2

駐車場

　R3

駐輪場

R4

主要道

路に対

する構

　B1

主な平

面形状

　B2

壁面計

画

　B3

高さ計

画

　B4

素材・

色彩

　D1

断面構

成

　D2

広場の

位置

　P1

特徴的

緑地

　P2

1 北海道大学 1,776,249 740,000 42 A,D A 他 B 他 H F B B B A C A A,B A 東西軸の設定/最寄駅からの人を誘導 B

2 北海道教育大学 279,996 47,650 17 C A B B D A A C B ー ー ー ー B B 車両入構口の設置/公道から直接駐車場へ A

3 小樽商科大学 186,259 38,436 21 A,D B C A B G A A A ー A C ー A,B A ー B

4 帯広畜産大学 1,895,668 - - C A C A B F ー A A B ー A ー C B 道路の接続により車両動線を外周へ移動 B

5 旭川医科大学 231,828 120,711 52 C A 他 ー C A ー A A ー ー ー ー A,B C ー C

6 北見工業大学 181,167 68,211 38 C A 他 B C A F B B ー ー ー ー C C ー B

7 弘前大学 135,982 102,608 75 C A C B D A ー B B ー ー A ー D C ー B

8 岩手大学 427,276 149,824 35 C A 他 ー 他 G E B A B ー ー ー C A ー C

9 東北大学 814,123 200,000 - C C B A 他 F ー B B - C A ー A,C A ー C

10 秋田大学 200,277 94,861 47 C A A B 他 H F B B ー ー ー ー A ー ー B

11 福島大学 432,894 82,326 19 C A 他 B C C ー ー A ー ー ー ー A A ー B

12 東京大学 ー ー - A,B A 他 ー 他 ー ー A B ー A B,C ー B B,C 新軸線の設定/南北の団地接続 C

13 東京医科歯科大学 45,090 ー - C C 他 D 他 C ー B A ー B ー ー A B 減築・高層化/オープンスペース創出 B

14 東京学芸大学 306,894 107,784 35 C A 他 A B F F B B ー ー A ー C B,C ー C

15 東京農工大学 300,860 85,569 28 C A 他 B B C F A B A - A - D A,B ー C

16 東京藝術大学 ー ー ー E C A - - - - C A - - - - D C ー B

17 東京工業大学 244,643 - - C A A A C E ー A B ー A ー A B C ブリッジ整備/団地接続 C

18 東京海洋大学 - - - C,D A C B 他 C ー B B ー ー ー ー D C ー A

19 お茶の水女子大学 113,741 86,464 76 C C 他 C C A E A B ー ー C ー D B 入構口の整備/車両通過を可能に A

20 筑波大学 2,570,000 - - C A C A,C A F F B B ー ー B ー D B ー D

21 筑波技術大学 - - - C A B A C A ー B B ー B B,C A D B 門の整備/メインストリート整備 C

22 宇都宮大学 237,263 76,872 32 C A C A 他 A ー B B ー ー ー ー A C 新門整備/キャンパス軸の整備 A

23 群馬大学 - - - C A 他 A C F F B A ー ー ー ー A,C B ー B

24 埼玉大学 263,040 140,735 54 C A C C B A F C A B A C ー D A
門近くロータリー整備/歩行者の安全性確

保
C

25 千葉大学 380,958 247,301 65 C,E A A A A H D C A ー B ー ー A,D A,B ー A

26 横浜国立大学 455,531 192,192 42 C B B B C C C B A ー ー ー ー B,C B 新門整備/軸の延長整備 A

27 新潟大学 589,542 225,960 38 C A C A A E ー B B ー ー ー ー C C
公道を利用した車両同線のループ化/歩行

者の安全性確保
B

28 上越教育大学 353,641 66,700 19 C A 他 A C F ー B A ー B ー ー D A ー C

29 富山大学 - - - C A C A A C A C B ー ー C A A,B A ー A

30 金沢大学 151,053 - - C C B A A F ー C A ー ー ー ー C A ー B

31 北陸先端科学大学院大学 117,063 98,692 84 C A C A A ー ー B B ー ー ー C C B ー B

32 福井大学 110,248 95,799 87 C,D A C A A F C B B A C A A D B 減築・施設共有化/車両道路ループ化 A

33 信州大学 258,126 174,685 68 C A A A D A F B A ー ー ー ー C B ー C

34 岐阜大学 - - - C A A D C F F B B ー ー ー A D D
低層階の改修、人工地盤により歩車分離と

連続した利用動線の確保
A

35 静岡大学 216,556 - - C B C A 他 C C B B ー C A ー D C 車道の変更による歩行者空間の創出 C

36 名古屋大学 696,559 424,592 61 E C C A C A ー B A A B A A C B
施設と地下鉄駅の接続/パブリックスペース

の2層化
A

37 愛知教育大学 488,136 98,769 20 C A 他 A A F B B B A ー ー ー D A ー A

38 三重大学 528,040 285,526 54 C C C A,C B F F B B ー ー ー A B A,B
新門の設置/交通網の更新、交通主軸の整

備
A

39 滋賀大学 89,481 35,879 40 C A 他 A C A A A A B A ー ー A,B C ー B

40 京都大学 743,264 922,892 124 C A 他 A 他 B F C B B A B ー D B ー C

41 京都工芸繊維大学 129,965 104,995 81 C C B A C A ー B B ー ー ー ー D C ー B

42 大阪大学 434,618 250,634 58 C C 他 A B ー ー B B A C B,C A B B 車両道路のループ化/公共交通の誘引 C

43 大阪教育大学 667,021 76,130 11 C ー ー A A B ー B B A A A A D A ー C

44 兵庫教育大学 401,755 59,155 15 C A 他 A A B ー B A ー ー ー ー C B ー A

45 神戸大学 435,568 271,145 62 C B 他 A 他 D B B B ー ー A ー B A ー A

46 奈良教育大学 147,060 43,079 29 C A A B C A F B B ー ー ー ー D A,C ー B

47 奈良女子大学 77,655 64,252 83 C A A A C C A B A ー ー ー ー C C ー C

48 奈良先端科学技術大学院大学 - 99,727 - C A B A C A ー C B ー ー B ー D B ー B

49 和歌山大学 414,588 86,781 21 A C C C A F - B A B - C - B A ー C

50 鳥取大学 508,118 - - C C C A A A F C B ー ー A ー C A ー A

51 島根大学 201,529 125,434 62 C A B A C B B B B ー ー A A C B ー B

52 岡山大学 639,621 232,616 36 C A C A C F F B B A ー A ー C C
パブリックスペースの拡大整備/分割された

キャンパスの接続
A

53 広島大学 2,492,192 360,003 14 C A 他 B 他 F F B B - B A B D A,C ー D

54 山口大学 712,897 122,467 17 C A A ー 他 F ー B B ー ー ー ー D ー ー C

55 香川大学 115,584 69,163 60 C A C A C A F B B ー ー A ー A ー
安全通路の整備/分割されたキャンパスの

接続
B

56 愛媛大学 152,997 151,640 45 C A C A D A A B A ー ー ー ー B ー 減築、施設再配置/施設配置の整理 B

57 高知大学 159,518 72,073 C A C A 他 H F B B A C A ー D B
入構口の位置の更新/歩行者と車両の動線

を分割
A

58 九州大学 1,410,052 533,000 38 C C C A C F C B A B A C A B A ー A

59 佐賀大学 283,266 121,247 43 C A A A B E F B B B ー ー ー A B 入構口設置/キャンパス軸の設定 A

60 熊本大学 311,478 171,945 55 C A A A C F F A A ー ー ー ー B B
公道を利用したループ道路/団地、パブリッ

クスペースの接続
A

61 大分大学 646,253 90,735 14 C A C A A F ー B B ー ー A ー B B C

62 宮崎大学 - - - C A B A A F F B B A ー A D A,C ー B

63 鹿児島大学 - - - C A C A C A ー B B A A ー ー D B
小規模建物の集約、モール沿い配置/キャ

ンパスに主要軸線の形成
B

64 鹿屋体育大学 363,936 42,128 12 C A 他 A A F F B A ー ー ー ー A B ー C

65 琉球大学 1,030,000 184,000 18 C A B A A F D C B A ー A ー B B ー A

各大学の設計統御技法の採用状況

社会への空

間開放指標

パブリック

スペース

P

空間構成に関する設計統御技法

ゾーニング

Z

道路網

R

建物の配置及び形状

B

表装・断面の

デザイン

D
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4.3 まとめ 

本論において得られた結果を以下に示す。 

 

・CMP にみられる設計統御技法の特徴や採用される目的を明らかにすることができた 

 

・CMP にみられる空間図式の更新にかかわる設計統御技法の種類と目的を明らかにする

ことができた 

 

・CMP にみられる将来計画について、地域連携への志向性の評価指標を作成した 

 

・設計統御技法を総覧する表の作成、及びその表の使用方法の提案ができた 

 

・大学に求められる社会的役割の達成に必要な設計統御技法を収集することができた 
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4.4 CMP の課題 

 近年の大学の運営方法の変化や本研究を通して、今後の CMP 策定について、必要となる

視点について記述する。 

 

 ・2019 年には名古屋大学及び岐阜大学からなる東海国立大学機構が、2022 には小樽商科

大学、北見工業大学及び帯広畜産大学からなる北海道国立大学機構、奈良女子大学及び奈良

教育大学からなる奈良教育大学が設立される。このように新たな運営方法による大学群が

発生したことにより、大学間の連携、施設の共有化などキャンパスに必要とされる機能の増

加、減少が考えられる。 

 

 ・現状の大学はキャンパスという形で独自の都市空間を作り出すことを目指している。し

かし、本来、大学は都市の中に自然発生し、発展してきたものである。大学の求められる役

割を達成するにはキャンパスとしての大学施設だけでなく、市民生活が行われる都市・建物

の中に点在する「サテライト」という視点で都市の中に溶け込む整備も検討する必要がある。 
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4.5 今後の展開 

本研究における今後の展開として、以下のようなものが挙げられる。 

 

・今後改定される CMP について、社会的要求の達成の掲載されたものを研究資料とするこ

とでより多くの設計統御技法の収集すること。 

・空間構成、図式更新に関して設計統御技法の分析カテゴリを増やすことでより多くの設計

統御技法を収集すること 

・本研究で取り扱った①地域貢献型大学の評価指標のように、②教育研究推進型、③国際化

型の大学の評価指標を設計統御技法の観点から設定すること 
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